
一緒につくろう
ふくしま新ステージ

市民参加の新たなステージを目指して

福島市長 木幡 浩



学生を取り巻く課題

 いま、直接関わりのある課題

教育、就職

 いずれ、関わりが出る課題

結婚、子育てや親の介護

自分の老後

 社会的な課題

復興、少子高齢化、人口減社会、

福祉、まちづくり、地域活性化、

環境保護、高齢者の交通事故、

引きこもり、自殺

様々な課題を踏まえたうえで
福島市の将来あるべき姿とは？



1

新ステージへ本格始動！①

1 ひと・暮らしいきいきふくしま

2 産業・まちに活力ふくしま

3 風格ある県都ふくしま

開かれた市政 スピードと実行

令和元年度 政策目標

元気あふれる 福島市の新ステージ
福島圏域・県全体の発展に貢献

新ステージへの離陸から上昇軌道に！

・震災後9年目 除染終了 but 復興道半ば
・人口減少の進行 ・平成から令和へ



中核市2年目 福島らしい新ステージへ

3

新ステージへの本格始動！③

｢オールふくしま｣の｢ちから｣を結集

震災からの復興・創生、人口減少社会への対応

1 子どもたちの
未来へ

3 安全の確保

4 まちのにぎわい
と活力

5 東京オリ・パラと

遺産の創出
レガシー

6 風格ある県都

7 市政運営の
新ステージ

７つの
施策

2 ｢健都ふくしま｣
の創造



行政

公共

行政

高度成長期以前
小さな公共、より小さな行政

公共＝行政

高度成長期以降
大きな公共、大きな行政

バブル崩壊以降
拡大する公共ニーズ、縮小する行政 ⇒ ギャップ発生

新たな公共

行政

これからの時代
住民参画・協働による豊かな公共

公共ニーズ



公的領域の役割分担

共通目的下での広義の協働

市民の自立的活動 補助・助成、後援 共催、協議会 委託、指定管理 行政の主体的活動
市民間の連携・共助 事業協力 実行委員会 PFI、事業協力 共同処理



学生ができる取り組みは？

 まずは、自分たちの住んでいる地域や大学周辺地域の課題
を調べてみよう。

 自分が生活している地域のいいところは？

 自分たちが暮らしやすい地域とは？

 どこがどう変わるともっと良くなる？

 現状で十分？

 将来は地元で就職できるか？

 地元で起業できるか？

 地域に貢献するには？



地域活動の色々な形

【町内会活動への参加】

 町内でのあいさつ

 声かけ運動

 散歩や買い物時のパトロール

 通学路の立ち番活動

 町内会活動、お祭りや地域のイ
ベントに参加

 町内会の清掃活動に参加

【スポーツを支える活動】

 地域のスポーツ大会等の役員、
審判

【ボランティア、ＮＰＯ等への参加】

 子ども・学童の預かり

 繁忙期の農家、果樹の摘果等手伝い

 ＮＰＯ等による社会貢献活動にボラ
ンティアとして参加

 ＮＰＯの会員になって、運営にも主
体的に関与

 寄付による活動支援

 ふくしま花案内人登録

 2020ふくしま市民応援団に登録

 除雪ボランティア



地域活動で得られるもの

 地域や社会を知る 社会的経験 → 就職に＋？

 連帯感、達成感

 自分の居場所 → 生きがい

 ちょっとしたおいしい思い？





まちづくりの新構想

商業機能等の進出
イベント・回遊性等
ソフト面の充実

コンベンション施設
・大学等の整備
街なか居住の増加

人が集まり・動き、
賑わいが増す

商業等の魅力アップ
高次機能の強化

高まる期待

街なか人口の増加

【風格ある県都を目指すまちづくり構想の狙い】

市全体
圏域 の活性化・定住促進
県全体





















＜まちなか交流スペース＞
市民活動団体、学生等の情報発信・交流・活動拠点とするとともに、買い物などで中心市街地を訪

れる方々の休憩スペースとして開放する市民に親しまれる施設として、５月２５日仮オープン

市民が企画運営に参画 → 市民とともに新しい価値と魅力を創造





みなさんなら、まちなか交流
スペースをどう使いますか？


